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町長 
所信表明 

　３月５日に開かれた平成２５年阿久比町議会第１回定例会の冒頭で竹内啓二町長が、
平成２５年度の町政運営について所信表明を述べました。抜粋して掲載します。

　昭和２８年１月１日に「阿久比町」
が誕生し、今年の元旦で町制施行
６０周年を迎えました。先人の努力
によって築かれたものが、文化と
なり受け継がれ、日常生活の中に
溶け込み、今日の礎となり発展し
てきたものと思います。平成２５年
度には、多くの記念事業を住民の
皆さんと一つになって盛り上がる
ように取り組んでまいりたいと考
えています。
　平成２５年度は、町制６０周年の記
念事業や「住民税１％町民予算枠
制度」の事業が始まり、新庁舎建
設も本格化します。このようなさ
まざまな事業を着実に推進してい
くためには、安定的かつ健全な財
政基盤を確立し、維持することが
不可欠であり、将来を見据えなが
ら真に必要な事業を選択し、限ら
れた財源配分を行うことが必要で
す。
　住民に身近な行政主体として、
積極的に施策を展開する一方、こ
れまで以上に施策の点検・無駄の
排除などの徹底に努めてまいりま
す。職員一人一人が経営感覚を持
ち、全職員の英知と創意を結集し、
第５次総合計画の第３年次とし
て、「みどりと共生する快適生活空
間・あぐい」を目指す事務事業を
推進し、次に掲げる施策を目標と
して、予算を編成しました。
①　住みつづけたい快適なまちづ
くりのための推進施策
　適正な土地利用への誘導、市
街地、公園 ･緑地、第三供給点
など水道施設の整備および緑化
の推進など安全・安心な住民生
活や活発な産業活動などの基礎
となる都市基盤整備を計画的に
進める。道路・交通網の整備と
併せて循環バスの試行運行を継
続する。
②　みどりと共生する安全なまち

づくりのための推進施策
　河川浄化、下水道の促進、ご
み減量化、リサイクルの推進な
ど循環型社会の形成に努める。
防災・消防などの安全・安心対
策や交通安全・防犯対策を強化
し、みどりと共生する安全な生
活環境の整備を図る。

③　人にやさしい健康・福祉のま
ちづくりのための推進施策
　次世代を担う子どもたちの子
育てを支援する。高齢者福祉・
介護施策全般の一層の内容充実
および障がい者施策の総合的な
推進に努め、健康づくり・保健
事業などの積極的な展開と医療
体制の充実を図る。

④　人を育てる教育・文化のまち
づくりのための推進施策
　安全で快適な教育施設の整備
と、幼・保・小・中一貫教育を
推進するとともに、スポーツ村
の活用や生涯学習の各種事業内
容の充実を図る。

⑤　活力ある産業のまちづ
くりのための推進施策
　環境変化に即した多面
的な農業振興施策を計画
的に展開し、土地改良事
業を推進するとともに工
業用地の確保に努める。
商工業の発展や雇用安定
のための支援施策を充実
し、観光協会を中心に観
光振興を図る。

⑥　みんなでつくる参画と
協働のまちづくりのため
の推進施策
　住民と行政が協働した
魅力あるまちづくりを進
めるとともに、地域主権
に対応する自立した効率
的な行政経営を推進す
る。新庁舎建設の推進や
町政情報の積極的な提供

など住民サービスの向上を図
る。

（歳入歳出予算内容は次ページ以
降に掲載）

　私も町政を預からせていただき
丸１０年が過ぎ、諸施策を行ってく
ることができましたが、基本はい
つも住民の不安をなくすことであ
り、安全で安心して暮らせるまち
づくりを進めることでした。本町
では住宅開発などが順調に推移
し、人口増加に結びついていると
考えられます。町の活性化の基と
なるのは、人口によるところが大
であると考えます。
　このような現状を認識したうえ
で、本町にお住まいの方がもっと
もっと「幸せ」と感じていただけ
るよう、今後も努めてまいる所存
です。どうか、議員各位のご指導
ご理解をいただくとともに、住民
の皆さんの温かいご支援・ご協力
を心からお願い申し上げます。




